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静岡地本広報紙89号

柚木だより

静岡地本は４月１９日（日）、清水港日の出埠頭（静岡市）で海自の潜水艦「たかしお」、潜水艦救難艦「ちよだ」の一般

公開を行った。

潜水艦が県内で一般公開を行うことは珍しく、「ちよだ」は日本に２隻しかない潜水艦救難艦のうちの１隻。同港初入港の

両艦を一目見ようと、７０００人を超える人が詰め掛けた。

両艦の上甲板見学は、開場後１時間半で受け付けを締め切るほど長蛇の列ができ、午後は外観の見学のみとなったものの、

次々と訪れる来場者が両艦と富士山のコラボレーションを楽しんだ。

岸壁に並んだ静岡地本や「ちよだ」の広報ブース、各艦のフォトスポット、乗員との懇談ブースもにぎわいを見せ、「ちよ

だ」に装備されている深海救難艇（ＤＳＲＶ）や「たかしお」の潜舵を動かす展示では、集まった来場者が貴重な瞬間をカメ

ラに収めていた。

清水港に潜水艦と潜水艦救難艦が初入港 7000人超が来場

４月１８日（土）には、特別公開を実施。中学生以上の学生や保護者ら６０人の

ほか、「ちよだ」艦長の久保田真紀１等海佐が東海大学海洋学部出身の縁から、同

学部の学生ら２４人も参加した。

「たかしお」では、発令所、魚雷発射管室、電動機室、食堂などを見学した。限

られた空間を有効活用した環境を体感するとともに、潜望鏡の操作体験や、海中で

聞こえる船や生き物の音を当てるクイズなどを通して、潜水艦の任務への理解を深

めた。

「ちよだ」では、潜水艦から乗員を救出する深海救難艇（ＤＳＲＶ）、海中の調

査や障害物の除去を行う遠隔無人探査装置（ＲＯＶ）、飽和潜水用の減圧室などを

備えた深海潜水装置（ＤＤＳ）など、同艦ならではの装備を見学した。

東海大生のグループは、艦長の案内で艦橋や居住区、操縦室などを回り、「この

船は普段、どんなことをしているんですか」「何人で当直をやっているんですか」

と質問をするなど、実習船とは違う自衛隊の船に興味を示していた。

学生向け特別公開 艦長の後輩も



県内出身の入隊・入校者が帰省
入隊・入校者たちが事務所や母校を訪問し、元気な姿を見せてくれました。

航空学生

7月1日～8月28日受付

18歳以上24歳未満の者
高卒者(見込含)または高専3年次修了者
(見込含)

海・空のパイロットを目指す

一般曹候補生

7月1日～9月1日受付

18歳以上33歳未満の者
(32歳の者は、採用予定月の末日現在、
33歳に達していない者)

各部隊の中核を担う自衛官

２等陸・海・空士（任期制自衛官）

通年受付

18歳以上33歳未満の者
(32歳の者は、採用予定月の末日現在、
33歳に達していない者)

柔軟に将来を選択できる任期制

防衛大学校学生

7月1日～10月15日受付(一般)

18歳以上21歳未満の者
高卒者(見込含)または高専3年次修了者
(見込含)

各自衛隊の幹部を目指す

防衛医科大学校医学科学生

7月1日～10月8日受付

18歳以上21歳未満の者
高卒者(見込含)または高専3年次修了者
(見込含)

自衛隊の医師を目指す

防衛医科大学校看護学科学生

7月1日～10月2日受付

18歳以上21歳未満の者
高卒者(見込含)または高専3年次修了者
(見込含)

自衛隊の保健師・看護師を目指す

募集情報のご提供よろし く お願いします！

【浜松】中西海曹長

【清水】斎藤２等陸士【三島】北自衛官候補生

【浜松】
後藤２等陸士・三宅２等海士 【浜松】横地生徒

【三島】
原２等海士・丸本自衛官候補生

【静岡】
加藤生徒・清水生徒・稲生生徒

【清水】
今村自衛官候補生・伊藤２等空士

【浜北】下垣内２等空士 【浜北】宮野２等空士 【浜北】高木２等陸士

【浜北】松田２等空士 【浜北】【袋井】清水２等陸士

【浜北】村松２等陸士

【浜北】前田２等陸士【浜北】渥美２等空士

【袋井】佐々木2等海士 【袋井】淺倉生徒 【袋井】大坪自衛官候補生 【袋井】髙木２等陸士



募集事務所活動報告

三島所は５月１４日（木）と１５日（金）、函南町立東中学校２年生１０人

の職場体験学習に協力した。

参加した生徒らは、手書きの履歴書で「将来人の役に立つ仕事をしたい」

「自衛隊からたくさんのことを学びたい」「厳しい訓練を乗り越える精神力に

魅力を感じた」と自衛隊の職場体験を選んだ理由を語り、学習への意欲を見せ

た。

初日は、陸自板妻駐屯地（御殿場市）を訪問し、陸自や同駐屯地の概要説明

を聞いた後、資料館見学、ラッパ吹奏体験、陸自車両の見学、徒手格闘訓練体

験などを行った。生徒らは、体を動かしながら陸自の活動を楽しく学んでいた。

２日目は、海自厚木航空基地（神奈川県大和市・綾瀬市）を訪れて資料館や

管制塔などを見学し、格納庫では哨戒機Ｐ-１の整備、航空警備隊では敬礼など

の基本教練を体験した。整備体験では、レーダーが格納されている機首のカ

バーを手動で開けたり、整備に使用する電動器具を動かしたりして、自衛官の

仕事の一部を体感した。

終了後、生徒からは「普段見たり触ったりできないことを体験できて楽し

かった」といった感想が聞かれた。

中学生が陸自と海自で体験学習

静岡所は４月３日（金）から５日（日）まで、駿府城公園（静岡市）とその周辺で開催された第７０回静岡まつりで広報活動を

行った。

満開の桜の下に開設した広報ブースでは、陸自第３４普通科連隊、協力団体会員、城南静岡高校地域貢献部と市内の中高生の協力

を得て、高機動車・偵察用オートバイの展示、子供用迷彩服の試着体験、オリジナル紙飛行機や缶バッジ作成体験などを行った。

２０００人以上の来場者が自衛隊の多彩な魅力にふれ、「自衛隊かっこいい」「自衛隊の人って話しやすい」などの声が聞かれた。

また、静岡まつり初となる音楽パレードに陸自富士学校音楽隊が出演し、約４万人の観衆の中、力強くエネルギッシュな行進曲を

披露した。「初めて自衛隊の音楽隊を見た」「自衛隊でも音楽ができるんだ」との声が上がり、多くの人が写真や動画を撮影して楽

しんだ。

新年度のスタートを桜満開の第７０回静岡まつりで 静岡

浜北所は４月２６日（日）、はままつフルーツパーク時之栖（浜

松市）で開催された「はたらくクルマ＆消防ＤＡＹ」に参加し、広

報活動を行った。

このイベントは、自衛隊、警察、消防、建設業などが協力し、普

段仕事で使用している車両を一堂に展示するもの。当日は天候にも

恵まれ、多くの親子連れで賑わった。

浜北所は、陸自の小型トラックや自衛隊の活動を紹介するパネル

展示、缶バッジ作成体験、子供向け制服試着体験を行った。また、

今回初めて常葉大学浜松キャンパスの学生が地域貢献の一環として

ボランティアで参加し、浜北所の自衛官や自衛官募集相談員ととも

にブースを盛り上げた。来場した子供たちは自衛隊車両に興味津々

な様子で、運転席や後部座席に座ったり、笑顔で写真撮影をして楽

しんでいた。

缶バッジ作成体験では、それぞれ気に入った装備品や自衛隊キャ

ラクターの柄を選び、専用の機械で缶バッジを手作りした。柄の中

から自衛隊の消防車を見つけ、「自衛隊にも消防車があるんだ！す

ごい！」と驚きの声を上げる子供たちもいた。

フルーツパークで広報活動 大学生ボランティアも初参加

三島

浜北



7月 8月 9月

静岡地本 ７、８、９月 主要行事予定

11～12日…4機関合同職業説明会(中部)
14日…2等陸・海・空士試験(WEB)

17～21日…予備自衛官5日間訓練(板妻)
18日…2等陸・海・空士試験

(口述・身検)
4機関合同職業説明会(東部)

19日…4機関合同職業説明会(西部)
予備自衛官1日間訓練(板妻)

   1日…定期異動
1～2日…清水みなと祭り
  20日…女性限定職場見学バスツアー
  25日…2等陸・海・空士試験(WEB)
  27日…定年退官行事(坂曹長)

  29日…2等陸・海・空士試験
  (口述・身検)

29～30日…清水ホビーショー

16日…一般曹候補生1次試験(WEB)
予備自衛官補試験(WEB)

18～22日…予備自衛官5日間訓練(板妻)
19日…航空学生1次試験

予備自衛官補試験
(口述・身検)

20日…予備自衛官1日間訓練(板妻)
26日…航空学生1次試験

本部活動報告

最先任上級曹長

３等陸尉 河野 隆

５月３０日付

定 年 退 官

転 出

▽ 静浜・第１１飛行教育団

 ２等空佐 山浦 守（本部長付） 6月１日付

新 規 採 用

▽ 浜北所

 非 常 勤 鳥居 裕美   6月１日付

静岡地本は５月１４日（木）から１７日（日）まで、下田市で開催された第８７回黒船祭に参加した。

１４日に海自掃海艦「あわじ」が入港し、４日間を通して一般公開を行った。観光客や市民など４２３６人が乗艦し、艦橋や掃海

任務で使用する装備などを見学した。

また、土日は岸壁で陸自第３４普通科連隊が軽装甲機動車と高機動車を展示し、静岡地本、南関東防衛局が広報ブースを開設して

自衛隊の活動をＰＲした。

１６日に行われた記念式典と公式パレードには、陸海空自衛隊の指揮官らが参加し、空自Ｔ‐７初等練習機の展示飛行や海自横須

賀音楽隊の演奏も会場を盛り上げた。静岡地本の糸賀本部長とマスコットキャラクター「しずぽん」は陸自小型トラックに乗って公

式パレードに登場し、沿道に詰めかけた観客からの声援に手を振って応えた。

最終日は、道の駅「開国下田みなと」のウッドデッキで、日米親善綱引き大会が開催された。２年前に同大会で優勝した「あわ

じ」は、今回も精鋭メンバーを集めて出場。米海軍や海上保安庁、地元企業、高校生などのグループとの熱い戦いを制し、見事優勝

トロフィーを手にした。

第８７回黒船祭に陸・海・空自衛隊が参加 観客から声援

総務課

准陸尉 大胡 晃

６月２６日付

本部


